
和解基本合意書調印式における厚生労働大臣談話

本日ここに、薬害肝炎全国原告団及び弁護団の方々にあらためてお会いし、ただ

いま訴訟の和解に向けた基本合意書に調印をいたしました。

フィブリノゲン製剤及び血液凝固第Ⅸ因子製剤による感染被害者とその遺族の

方々は これまで長年にわたり大変なご苦労があったと思います 感染被害者の方々、 。

に甚大な被害が生じ、その被害の拡大を防止できなかったことについて、率直に国

の責任を認めるとともに、感染被害者とその遺族の皆様に心からお詫び申し上げま

す。また、お亡くなりになられた方々に対し、ご冥福をお祈り申し上げますととも

に、療養を続けておられる方々やご家族の皆様に心からお見舞い申し上げます。

去る１１日に、「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤による

Ｃ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法」が両院と

もに全会一致により成立いたしました。

昨年１２月２３日に議員立法で全面解決を図るという福田総裁のご決断があり、

その後、与党の関係者の方々の大変なご尽力、さらに国会での会派を超えた賛同と

迅速な対応をいただいて速やかに法律が成立し、解決の道筋がつきましたことに感

謝を申し上げますとともに、この法律に基づく給付金の支払いが円滑に行われます

よう、万全の準備を進めてまいります。

また、製剤の納入医療機関の公表等により、製剤の投与を受けた方々の確認を促

進し、肝炎ウイルス検査を受けることを勧奨するとともに、広く法律の内容の周知

を図ってまいります。

そして、本日の基本合意書でお約束しました、本件事件の第三者機関での検証、

原告・弁護団との継続的な協議の場の設定についても、順次、実行に移してまいり

ます。

申し上げるまでもなく薬害は二度とあってはなりません。今回の反省に立って、

命の尊さを決して忘れることなく、患者の方々お一人お一人に常に思いをいたしな

がら、医薬品行政の見直しに取り組み、再発防止に向けた具体策を検討して参りま

す。

また、皆様の肝炎対策の充実に向けての活動が契機となり、肝炎対策が大きく前

進しつつあります。

来年度からは「肝炎治療７カ年計画」に基づく総額１８００億円規模のインター

フェロン治療に対する医療費助成などを推進して参ります。

改めて、長年にわたる感染被害者の方々のご労苦にお詫び申し上げるとともに、

厚生労働大臣として、命の尊さを改めて深く認識し、薬害の再発防止、肝炎の早期

発見、治療体制の充実に全力を尽くすことをお約束いたします。


